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ロボティクス分野の急速な進展 
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【我が国を取り巻く社会経済の状況・変化の例】 
 ○少子化の進展に伴う人口減少 
 ○知識基盤社会の進展 
  （知的創出のスピード加速、知識・情報量の増加、細分化・専門化） 
 ○知識・価値創造の在り方の変化 
     （オープンイノベーションの本格化） 
 ○ICT（情報通信技術）の急速な発展に伴う 
     サイバー社会の変化 

○ハード系のロボティクスは、日本の得意分野 
   であり、ソフト系技術と合わせて動き出すこと 
   により、世界的な優位 
○ロボティクス分野は、比較的短期間で事業化 
   （ベンチャーなど）が可能になってきており、 
   挑戦する人材を増やすことにより、イノベーションを牽引 

我が国をとりまく社会経済の状況・変化と主な課題 
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●ソフトウェア/ハードウェア
の設計はアルデバランロボ
ティクス社（仏）との共同開発 
 
●製造はホンハイ（台湾）に
委託 

ソフトバンク『ペッパー』 



＜事業概要＞ 
  若手人材が、極短期サイクルで試作を繰り返し行う開発手法を駆使し、自己の独創的な技術やアイデアを結実したベンチャーの起業等を見据 
  えた次世代の基盤的研究開発を促進する。 
＜事業内容＞ 
  研究費・プロトタイプ作成費： 400万円程度 実施期間：１年間 

期待される効果 

事 業 概 要・事業内容 

○大学院生や若手研究者が自らのアイデアを形にするための第一歩を支援する。研究費による本格的なものづくりを通して、自らの内にある課題 
   を認識し、専門家・技術者・企業人等による支援や、他のチームとの連携・協力により新たなロボティクスエンジニアリングの創出を促進 
○ロボティクス分野における極短期サイクルで試作を繰り返し行う開発手法により、個人が持つ技術と飛躍したアイデアを社会に投入するイノベー 
   ション・エコシステムを実現 

ロボティクス・スタートアップ挑戦人材応援プロジェクト 
平成２７年度要求・要望額   ：800百万円(新規) 
 うち優先課題推進枠要望額  ：800百万円 

3 

出典：ベンチャー有識者会議とりまとめ（一部追記） 

アドバイザーに 
よるマネジメント 

ＶＣへのアイデア・ピッチ ＶＣ・金融 

メンター 

挑戦する人材
の増加 

リスクテイク・チャレンジ
可能な開発環境 

事業化志向の 
専門人材の育成 

アドバイザー 

民間企業 

ロボット業界の活性化 

ロボティクス研究を 
形にするための研究費 

ロボティクス ・スタートアップ （ＶＣや他事業を利用した 
大学発ベンチャー創出） 

施策連携①： 
ＥＤＧＥプログラム ⇒（起業家・イノベーション人材のエコシステムとの連携）    

日本発 
ロボティクスベンチャー 

の創出 

文科省 

事業化支援・ 
メンタリング 
ボード 

ロボティクス分野には 
政策的投資が不可欠 

（ＶＣ：ベンチャーキャピタル） 

ロボティクス分野 
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